Ｂ＆Ｒｅ＋―本を置くための新しい賃貸サービスの提案― by 谷川 春香
88 　生活環境学研究 No.6 2018
卒業論文要旨
Ｂ＆Ｒｅ＋ 
―本を置くための新しい賃貸サービスの提案― 
谷川 春香   
 ［指導教員：武庫川女子大学准教授 森本 真］ 
キーワード：本，読書，サードプレイス 
1.提案の背景 
引っ越しの時に，置くスペースがないという理由で200冊
以上の本を捨てたが， 2年経った今，捨てずに置いておけば
良かったと後悔している物が沢山ある。 
本を買って読む派の私にとって本棚は，自分がどんな本を
どれだけ読んで，どんな事を感じてきたのかが沢山詰まった
場所だった。しかし引っ越してからは，これ以上置く場所が
増やせないという理由で以前ほど気軽には本を買えなくなっ
てしまった。それが自分にはとても悲しく，捨てたり売った
りする他に本を管理する方法はないかと考えたのが，本提案
のきっかけである。 
 
2.提案の目的 
BEST T!MES が本好き 500 人（男性 316 人，女性 184 人）
を対象にしたアンケート 1)によると，最近は本好きな人でも
借りて読む人が 40%を超え，本を借りて読む理由として
「買っても置く場所がない」という意見があったそうだ。 
本研究では，本好きな都会の人をターゲットとし，買った
本の置き場所を新たに創造する事で，収納などハード面の悩
みを忘れ，好きな時に好きな本をもっと気軽に購入できる様
な社会を実現する事を目的とする。 
 
3.「Ｂ＆Ｒｅ＋」の提案 
3-1 利用方法 
 本研究で提案する「B&Re+」とは本を置くための賃貸サー
ビスである。 
本を置くための棚または部屋を借りる「棚借り」「部屋借り」
と，部屋などを借りずに利用する「デイタイム」があり，部
屋借りの人のみ宿泊ができる。 
 
3-2 コンセプト 
 置き場所に困った本を公共物でも誰かの物でもない，街の
中にある“自分の”本棚に置き，気軽に利用してほしいと考
えた為，コンセプトは「街の中にある本棚」とした。 
 
3-3 店名 
 BOOK の頭文字「B」と，この空間で実現したい事
「Rental「Read」「Relax」に共通している「Re」，各単語
の後ろにアルファベットが続くことを表現した「＋」を並べ，  
 
3-4 ロゴマーク 
 ビルと本棚を並べて置くことでコンセプトである「街の中
にある本棚」を表現し，店名の「B」「R」のシルエットにも
見えるように配置した。店名の「＋」と文字の下の線でも本
棚を表現している。 
 
3-5 ショップカード 
 ガイド線に沿って折れば三角形のしおりになり，折らなか
った場合はお札入れに入る大きさで考えた。また 3 番の線で
切ればカード入れに入るカードにもなる。 
 
3-6 メンバーズカード 
「デイタイム」会員と「部屋借り」「棚借り」会員を区別す
るため，2 種類のデザインを考えた。 
「デイタイム」会員用のカードはパンフレットやショップカ
ードのデザインとリンクさせ，「部屋借り」「棚借り」会員用
カードは本棚から連想したチェック柄でデザインした。 
 
3-7 パンフレット 
 利用方法や料金など大まかな説明をまとめた。表紙にはシ
ョップカードやデイタイム会員用のカードと同様に「＋」を
使ったデザインにした。 
 
3-8 店舗計画・空間計画 
 オープンエリアである 1・2 階と、クローズエリアである
3・4 階でそれぞれ吹き抜けを作り階ごとに性質を分けた。
上階へ行くほどプライベート感が高くなる様に設計した。 
 
4.今後の課題と展望 
 ターゲットをもっと明確にし，今後は空間やサービスの内
容を詰めていくべきであろう。 
 今後の展望としては，基本概念は変えずに様々な店舗を全
国に展開し，多様なニーズに対応する事などが考えられる。 
 
注及び参考文献 
1) もはや「本好き」でさえも本を買わない？, 
http://best-times.jp/articles/-/5980 (2017/12/13)
「B&Re+（ビー・アンド・リー）」とした。 
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